
  ここからアプリ掲載事例 

1 

 

システム利用で業務時間を削減し、介護現場で働く人をもっと明る

く 

2021年 01月 14 日|さくら CS ホールディングス株式会社 

 

 

 

さくら CS ホールディングス株式会社は介護・福祉サービス業、人材サービス事業、海外事業、ものづ

くり事業、保育事業など、「人」を中心とした多角化経営をすすめています。介護現場における記録作業

をシステム化し、利用者の高い満足度を引き出します。 

 

 

 

弊社は、平成 14 年創業の札幌市を中心に事業展開している会社で

す。顧客基盤は、BtoG、BtoB、BtoCの 3 つのインカム（国、企業、消

費者）で構成されています。介護業界は、介護サービス事業だけの会

社が大半ですが、弊社では主軸となる介護事業に加えてより利益率の

高い人材業と教育研修サービスも展開しています。介護業界では、介

護士の 8 割ほどが 3 年以内、5 割が 1 年以内にやめてしまうという現

状があります。こうした慢性的な人手不足を解消するのも我々の役割

だと思っています。 

 

【課題】介護の現場では、紙媒体に記録する作業が多く時間が取られていた 

 

介護業界は、患者さんの日々の体調などのデータを記録する作業がどうしても増えてしまいます。介

護保険法により記録を 7 年間保管することが定められているため、平均して介護士 1 人あたり 1 時間か

ら 1 時間半程度の作業時間が毎日発生しています。紙媒体で記録することが多く、重複する内容も多く

あります。こうした事情から、事務所内のデータ管理が煩雑な状況になってしまっていました。このよ

うな業務負荷をなんとか軽減できないかと考え、IT 導入をしようと決めました。 

代表取締役：中元秀昭さん 
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【導入】自社で介護ソフトを開発、導入して生産性を大きく向上 

 

生産性向上を目指し、介護記録ソフトの開発をスタートしました。弊社は介護事業者であり開発ベン

ダーではありませんが、介護事業所の一部を開発ラボとして拠点を作り、ソフト開発者と現場が一体と

なって検討しながら進められるよう工夫をしました。「短い時間で使いやすく」というコンセプトで、記

録に特化した介護記録用ソフトウェアの開発に取り掛かりました。開発期間は、2016 年から 2019 年ま

での 3 年間で、2020 年 10 月からは販売を始めました。自社で実際に導入してみると、介護記録が紙媒

体から電子媒体に変わったことで記録に係る業務時間を 5 分の 1 に削減することができました。残業時

間もゼロにすることができ、働き方改革にもなったのではないかと考えています。また、システム化さ

れたことで、個人的な見解で描かれていた記録など、個人差のある情報が標準化され、管理者の確認作

業の手間も減りました。現場のルールや流れに支障をきたすことがないように、徐々に作業をシステム

に置き換えていきました。 

 

 

 

【効果】職員さんの負担も減り、残業も減った 

 

介護業界は常にストレスに晒されることが多い業界ではありますが、労働環境が IT 化されて身体的・

心理的負担が少なくなったのではないかと感じています。また、弊社のソフトを他社にもご利用頂くこ

とで、弊社と同じような課題をもつ企業に寄与できており、標準化されれば業界にメリットを波及でき

ると考えています。2021年 4 月時点で約 1,000事業者が導入しています。システム導入による業務負荷

の改善で 1事業所あたり年間 300万円程度人件費をカットすることが可能だと試算しています。 

 

【展望】IT を利用して健康なお年寄りを増やす 

 

日本のような高齢化社会、それも慢性的な介護現場の人手不足という背景において、介護×IT で生産

性を向上させることが重要であることに疑いの余地はありません。介護事業者としては利用者と関わる

時間を増やすこと、そして満足していただくことが最優先事項です。介護士達もできる限り時間を使っ

てお世話をしたいと考えているので、介護記録に費やす業務時間を IT で改善すれば、こうした人的サ

ービスの時間が増え、結果的にやりがいも向上させることができます。 
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そうすれば、利用者のご家族にももっと安心していただけると考えています。また、今後は健康なお年

寄りを増やすために介護現場のデータを活用するなど逆算したアプローチが可能になるのではないか

という展望も持っています。IT は面倒、大変というような先入観をもつ方が多いと思いますが、考える

よりもまず使ってみることが大事だと思います。勇気を出して一歩踏み出してみると新たな発見など思

っていた以上の効果が得られることでしょう。 

 

 

 

 

 

 

           

     

 

 

 

ここからアプリの事例ページはこちら 

社名：さくら CS ホールディングス株式会社 

HP： https://sakura-cs.com/ 

代表：代表取締役 中元秀昭 

主な事業：各種介護サービス事業の提供 

労働派遣事業 

職業安定法による有料職業紹介事業 

看護、介護者に対する研修事業 

コンピュータソフトウェアの企画、設計、開発及び販売 

保育所及び託児所の経営 

所在地：北海道札幌市北区北 40 条西 4 丁目 2-7 札幌

N40 ビル 6F 

創業：2005年 1 月 18 日 

https://digiwith.smrj.go.jp/cocoapp/case/cp577f0000005063.html

